
 

 

 

 

 

 

今年度も大河原教育事務所を会場に，社会教育関係職員研修会を開催しました。この研修会の趣旨は，

社会教育に関する専門知識の習得や事業推進の心得と，技能等の養成をとおして公民館等施設職員・社会

教育関係職員としての資質の向上を図ることとしました。管内からは，経験豊富な職員から初任層の職員が集

い，社会教育・生涯学習やまちづくりについて理解を深めました。 

講話では，一般社団法人筆甫地区振興連絡協議会 事務局長 吉澤武志氏から「生涯学習と地域づくり」

と題して，丸森町筆甫地区に居住する住民の交流や広報活動による事業充実のためのしかけ等，多くのヒント

をいただきました。また，グループワークでは，市町の現状と課題やすぐにでも取り組める内容について話し合いを

進めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      一般社団法人 筆甫地区振興連絡協議会      講話「生涯学習と地域づくり 

事務局長 吉澤 武志 氏            ～丸森町筆甫地区の取り組みから～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○他市町との交流は大変励みになりました。 

○生涯学習と地域の関わりがいかに重要か学ぶことができました。 

○地域づくりと生涯学習について頭の中が整理できた。自分の地域の可能性を信じてゆる～くチ

ャレンジしていきたい。 

○自分たちの地域も高齢化が進んできているので，とても勉強になりました。 

○生涯学習事業への取り組み方が学べた。どこの地域も高齢化で若者の参加が少ないのが悩みで

あると思った。 

○住民アンケートはとてもよい取り組みであると感じた。平日の参加は若者は厳しい。 

○生涯学習の向かうべき方向のモデルが示されたという意味で，収穫の大きい研修会だった。 

○筆甫地区の事例を聞けてとても勉強になりました。ゆるい集まり（飲み会）から若者の集団を

作ることをヒントとして生かしたいと思います。 

○筆甫のチャレンジや他地域の現状を知ることができた。    （参加者アンケートより） 

 

 

 



わたしが明日からできること 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  地域の課題を住民に問いかけて，各教室の中で一緒にチャレンジしていけるような解決策

を考える。 

２  地域をもっと知る。「楽しい」の入り口をつくる。 

３  ねらいと分析を意識する。 

４  若い人と考える機会を意識的に作っていこうと思う。 

５  楽しんでやってみる。 

６  仲間づくり 集うこと 宝もの探し → アクションが重要 

７  リーダーシップ 多くの人を巻き込むことができるような人間づくり 

８  事業の火付け役 リーダーとの連携 

９  まずは，地域課題などの現状を知る。若い人が集う場づくり。 

１０ 我が子から行事やイベントの口コミなどで若者集め。 

１１ 「住民ニーズ」をさがします。 

１２ 地域づくりに頑張りたい。何にでもチャレンジする。 

１３ 地域行事の見直し。健康で暮らすこと。 

１４ 地区民とのふれあい活動 

１５ 地域づくりについて，みんなで話し合いをする。（何をしたらよいか）聞いて話す。 

１６ ゆる～くチャレンジ。 

１７ 伝統文化の継承。住民の底力（隠れた才能）を発掘する。 

１８ 失敗を恐れずチャレンジ。 

１９ ゆるい集まりから若者の集まりを作る。地域の人に愛される公民館になるために地域に人

に愛される公民館職員になる。 

２０ レッツ チャレンジ 

２１ 地域の方と話し合う場を多くすること 

２２ 子どもからお年寄りの方に会ったら，自分から声をかけ，お話をして自治センターや地域

のことをお話する。顔を知ってもらい，協力してもらう。（かかわってもらう） 

２３ 参加の少ない若者世代が，楽しく参加できるような事業を考える。 

   （毎日，笑顔で頑張る(^_^)） 

  


